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平成３０年度（第２２回）「チヨダ地域保健推進賞」 

 

活動テーマ 

大学生のピア・ラーニングの促進 

～たばこやこころの健康について～ 

応募グループ名称及び氏名（グループの場合は代表者名） 

茨木市 健康福祉部 保健医療課 食育･健康増進グループ 

代表者：中島 千英子 

 

 

勤務先：茨木市役所 

所 属：健康福祉部 保健医療課 

所在地：〒５６７－００３１ 

大阪府茨木市春日３丁目１３番５号 

ＴＥＬ：０７２－６２５－６６８５ 

ＦＡＸ：０７２－６２５－６９７９ 

 

◇活動方針 

背景・目的 

本市では「健康いばらき 21・食育推進計画」における、若い世代の生活習慣や食生活における課題か

ら、将来の生活習慣病発症を予防するため、大学生及び職員の健康づくり・食育を推進することを目的

に、市内大学と連携し食育・健康づくりイベントを毎年実施している。そのイベントについて、学生主

体となり実施できるよう、学生同士のピア・ラーニングを実施した。 

＜目標＞ 

学生が学習主体となることで 

・自身の健康についての考えを深めることができる。 

・自身の考えを検討し、視野を広げることができる。 

 

意義 

大学等と連携して取り組むことで個々の住民だけではなく、地域の活性化や繋がりの強化が期待でき

る。さらに、若い世代への生活習慣改善指導及び啓発を行うことで、若い世代からの健康意識の向上へ

繋がる。大学生のピア・ラーニングは、学生の主体性を引き出すことができ、今後の様々な局面での行

動変容へ波及する効果が高いと考えられる。 
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◇活動内容とその成果 

【活動内容】 

市内A大学生協学生委員会と連携して実施した。 

STEP１ 生協学生委員会の学生代表に対し、「たばこ」や「こころの健康」について視覚的教材（パ

ワーポイント）を用い、学習会を実施（保健師による正しい知識の提供）。また、視覚的教

材の提供を行った。 

参考１ 参照 

STEP２ 生協学生委員会の部会にて代表学生から部内学生に講義を行い、学習を深めた。 

STEP３ 学んだ学習を活かし、学生主体となってイベントを実施した。また、学生がデザインする「こ

ころの相談支援カード」を作成した。 

 

参考１ 一部抜粋 
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【活動成果】 

＜生協学生委員会 部会での学習会＞ 

講師：生協学生委員会 代表学生２人 

対象：生協学生委員会部員 98人 

 

○代表学生が学んだ学習内容を他の部員と共有し、学習を深めることができた。 

 

＜学生デザイン こころの相談支援カード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜学生の感想＞ 

・同じ学生が講義を行ったことで、学ぶ意欲が高まった。 

・体やこころの健康について、より身近に感じられた。 

・自分でも指導できることがあることがわかった。 

・例年のイベントも、自分が主体となって、学生に指導できた。 

・行政と一緒に「こころの相談支援カード」を作成できたことで、若年層への支援の難しさを学ぶこと

ができた。学生にできることを考えたいと思った。 

 

◇今後の計画 

ピア・ラーニングは、学生の主体性を引き出すことができたことに加え、今後の様々な局面での行動

変容へ波及する効果が高いと考えられる。さらに、委員会の部会では100人近くの学生が集まることか

ら、部会という機会を活用したピア・ラーニングは、より多くの学生に向けての啓発となり、専門職が

行う保健指導とは別の意味をもった、非常に効果的な学習会であった。 

今後も、学生のピア・ラーニングを促進し、より効果的な啓発について検討していく。 

 

＜ピアラーニングの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 


